
OPAC利用ガイド 
予約 
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予約 OPACからの予約方法について 

予約できる資料 貸出中図書（卒論・ゼミ貸出も含む） 
予約できる冊数 一人各館 5冊 
上限予約人数 3名 
該当資料の更新 不可（予約がかかっている本は更新不可） 
該当資料受取可能期間 返却されてから 7日間以内 
A) 申込方法 
1. 予約ボタンをクリックします。（画面はすでに個人認証ログイン後） 

ログインしていない場合は予約ボタンをクリック後、認証画面が表示されます。 

 

 

2. 任意で予約解除日を入力できます。 
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3. 内容を確認し、問題なければ決定をクリックします。 

 

 

内容が OK なら「申込」 

ボタンをクリックします。 
 

予約解除日とは・・・・ 
「●月●日になったらこの本は不要
となる」という日を設定できる機能で
す。 
解除日を過ぎても返却されない場
合は、自動的に「取消」となります。 

※予約解除日を過ぎると、予約は自動的に解除されます。 

* 

TIPS となります。 
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4. 受付完了画面になります。 

 
※利用状況の確認＞予約  で確認できます。 
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5. 図書が返却されると、予約者の「利用状況の確認」画面でも予約中から予約棚に状態が変更となります。 

※図書館から貸出可能の連絡もいたします。申込館（資料の所蔵館）で貸出手続きを行ってください。 

「利用状況の確認」メニューにログインした直後の画面や、「利用状況一覧」で確認できます。 

 

「利用状況一覧」画面 
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★所蔵が複数ある場合の予約について 
借りたい資料がすべて貸出中だった場合、1冊に予約をかけると、同じ所蔵館の複本全てに予約がかかります。 
例）中央で 5冊所蔵している図書が全て貸出中。 

 

 

予約者が予約をかけた所蔵レコードでなくても、同じ所蔵館の複本のどれかが返却されれば、予約棚になります。 
⇒全所蔵予約していても、1冊が返却され、予約者に貸出処理されれば、他の所蔵レコードの予約も解除されます。 
 
 
 
 
 
 
 

1冊にだけクリ
ック 

複本全てに予約が
かかります。 
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B) 予約の取消 

予約中や予約棚（図書が返却され、図書館で取り置き中の状態）のときは、OPAC「利用状況の確認」から予約の
取消ができます。 
例）予約棚 状態の取り消し 
1. 取り消しをしたい資料のチェックボックスにチェックを入れ、「予約の取消」ボタンをクリックします。 

 
2. OK をクリックします。 

 

3. 「棚取消」になります。（＝キャンセルしたことになります） 
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C) 予約がかかった資料の更新について  ※予約の入った資料は更新不可です。 
「利用状況の確認」ログイン後、貸出一覧で、状態=予約有とある場合は、他者が予約していることがわかります。 

 

チェックボックスにチェックをいれて貸出更新をクリック⇒OK。 

 

 
  

更新は却下されます。 


